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野草スケッチ ヒガンバナ（ヒガンバナ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/09/20  稲城市押立  絵と文 Ｔａ 

 

かつて、日本にはヒガンバナがなかったといわれている。 

ヒガンバナは古い時代（おそらく有史以前）に、中国大陸から持ち込まれたもの

だという。 

「救荒食物」としての役割があったらしい。 

有毒植物だが、飢饉のときなどには、毒抜きをして食用にできるそうである。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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ヒガンバナは花が咲いても実がならない。 

実ができないのだから、自分の力だけでどこかへ移動することはできない。 

現在はどこででも見かける花だが、いつの時代にか植えたもの、ということにな

る。 

そういえば、ヒガンバナは、田んぼの畦や墓の周辺などの、人くさい環境に咲く。 

 

東京近郊でのヒガンバナの名所は、なんといっても「巾着田」（きんちゃくだ・埼

玉県日高市）であろう。 

一目１００万本といわれる大群落がある。 

ある年、稲城野草散策の会の年間行事計画に巾着田を取り上げたことがあった。 

会として巾着田へ行くのは、初めてのことだ。 

本番の１０日ほど前に、幹事グループで下見に出かけた。 

巾着田へ行くには、西武線の高麗（こま）駅が近い。 

稲城からだと、南武線、武蔵野線、西武線を乗り継いで１時間ちょっとかかる。 

会長のＵさん、Ｈさんたちと一緒の下見行だった。 

 

巾着田を流れる川を高麗川という。 

この川が大きく蛇行して「Ω」の形になっている。 

昔の人は、これを巾着袋（もう死語？）を絞った形と見たわけである。 

川に囲まれた中に田んぼがあって、田んぼの外側＝川べりに林がある。 

林の下に、ヒガンバナがびっしりという形容そのままに生えていた。 

下見の時点ではまだ花は咲いていない。 

これが咲いたら、どれだけみごとか、想像はできた。 

 

巾着の底にあたる場所から対岸へ渡る橋がある。 

橋といっても、橋板はない。 

直径１ｍほどの杭を並べただけ。杭の上を渡っていく。 

ドレミファ橋と名づけられている。なるほど、杭をポンポンと渡ればドレミと音

がしそうな雰囲気がある。 

Ｕさん「でも、杭は皆同じ高さだから、ドドドド橋ではないか」 

思わず、橋の上から落っこちそうになった。 

 

コースを決め準備を整えたのに、本番当日に台風が来た。暴風雨になった。 

たとえ土砂降りでも幹事は集合場所へ行くことにしているのだが、電車も不通だ
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という。 

中止せざるを得なかった。 

皆からの要望もあって、翌年の予定にまた取り上げた。 

ところが、その年、またもや台風の直撃を喰らってしまった。 

「だれかが、稲城の連中を巾着田へ行かせないよう、呪いを掛けてるんじゃない

か」なんていう噂まで飛び出す始末だ。 

 

３年目に、ようやく巾着田での観察会を実施できた。 

秋晴れの絶好の観察日和の下、ヒガンバナが河原を埋め尽くして咲いている・・・ 

しかし、花の数よりも見物客の方が多い？という状況で、ゆっくりとは見られな

かったそうである。 

じつは、私は所用があって、そのときには参加できなかった。 

そんなわけで、私は巾着田のヒガンバナの最盛期をまだ見ていない。 

（２０００年９月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕９月１７日 長沼公園 

９月３日に予定した長沼公園観察会は関東に上陸した大型台風のため中止しま

した。再チャレンジを９月１７日に稲城フローラオフとして、開催しました。 

そのときの観察記録のみを記載します。 

 

▼観察記録（出現順：近田さん提供） 

イヌビエ、コゴメガヤツリ、タカサブロウ、イボクサ、ヒメミソハギ、オオハナ

ワラビ、ボントクタデ、ヒメキンミズヒキ、マツカゼソウ、ノササゲ、ヤマホト

トギス、カシワバハグマ、スズダケ、リョウブ、ネジキ、アラカシ、ツリバナ、

ムラサキシキブ、コバノガマズミ、ガマズミ、マルバアオダモ、クロモジ、シラ

ヤマギク、ウワミズザクラ、ツチグリ、キッコウハグマ、ヤマボウシ、ヤブラン、

アワブキ、アカシデ、イヌシデ、イタヤカエデ、カマツカ、クマシデ、ニガイチ

ゴ、ホオノキ、ヤブムラサキ、サンカクヅル、シオデ、マルバヤハズソウ、ヤハ

ズソウ、シロヨメナ、メリケンカルカヤ、タイアザミ、コアジサイ、ヤクシソウ、

ツルニンジン、ヤマハンノキ、タカトウダイ、トダシバ、アキカラマツ、ネズミ

ノオ、ナツハゼ、アキメヒシバ、イヌドクサ、アレチハナガサ、オオイヌタデ、

ツユクサ、アリタソウ、ムラサキエノコログサ、エノコログサ、ツルマメ、カワ

ラケツメイ、ケイヌビエ、ヌマガヤツリ、ホソアオゲイトウ
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▼当日のコース（ＧＰＳデータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔行事予定〕2011/12/18（日） 焼き芋大会 

項 目 説 明 

集 合 午前１０時、京王相模原線京王よみうりランド駅  ※会旗目標  

京王よみうりランド駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で３駅目 

京王よみうりランド駅には急行は停まりませんのでご注意下さい 

行く先 

(解散場所） 

稲城市穴沢天神での恒例・焼き芋大会です。穴沢天神で解散。最寄

駅は京王よみうりランド駅です  

焼き芋準備グループと観察グループの２班に分かれて行動する予定

です 

見所・その他 たき火(^_^;) 冬芽，常緑シダなども観察します 

当会の忘年会を兼ねます。芋，酔い子の飲み物などは幹事が用意し

ます。差し入れ大歓迎！！ 

コース 観察グループのコース： 

駅前～よみうりランド遊歩道～小沢城址～穴沢天神（焼き芋大会）

（解散：１５時３０頃） 

 ※雨天決行 参加申込み不要、会費当日５００円 
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〔行事予定〕2011/10/23（日） 奥多摩渓谷 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ青梅線・奥多摩駅前  ※会旗目標  

奥多摩駅の改札口は一つです 

交 通 奥多摩駅はＪＲ青梅線の終点です 

新宿から乗換えなしで運行している「ホリデー快速おくたま３号」

が便利です。ホリデー快速おくたま３号時刻表 

新宿発８：１９→立川８：４７→奥多摩着９：５０ 

ホリデー快速の後ろ４両は五日市行きですので、前６両に乗ってく

ださい 

行く先 

(解散場所) 

東京都奥多摩町、（解散）鳩の巣駅１５時半頃 

見所 

 その他 

野菊 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 奥多摩駅前～長畑～神庭～海沢～数馬渓谷～白丸湖～鳩ノ巣渓谷

～鳩ノ巣駅  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

※ 小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2011/11/20（日） 城ヶ島 

項 目 説 明 

集 合 京浜急行線・三崎口駅 改札口付近 ａｍ１０時 ※会旗目標 

改札口は一個所だけです  

交 通 京浜急行線品川駅から快速特急三崎口行き８：３７発、三崎口駅９：

５２着。または快速特急三崎口行き８：４７発、三崎口駅９：５９

着 をご利用下さい。 

三崎口から城ヶ島行きのバス１０：０９に乗りますので、これに遅

れないようにお願いします（電車・バス料金は各自負担） 

行く先 

（解散場所） 

城ヶ島一周・京浜急行線三崎口駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

タブ、ヤブニッケイ、トベラ、イヌビワ、フウトウカズラなど、照

葉樹林の樹木。イソギク、ワダン、ハナイソギク、ラセイタソウな

どの海浜植物。波食台、しゅう曲、断層、炎状構造などの地層 

地 図  

 
コース 三崎口駅→（バス）→城ヶ島・白秋碑前→一本松→城ヶ島公園→安

房崎（昼食）→城ヶ島公園→馬の背洞門→西山→バス乗場→（バス）

→三崎口駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


